
平成22年９月たなぐら議会だより　（2）

　９月定例会は、９月１４日から１７日までの４日間の会期で開かれました。
定例会では、平成２１年度会計の決算、専決処分の報告、補正予算等の議案を慎重に審議し、
すべて原案のとおり可決しました。

会　　計　　名

特　

別　

会　

計

一 　 般 　 会 　 計 56億8,142万円
15億2,882万円
1億1,680万円

390万円
8億5,476万円
4,062万円

3億3,867万円
6,930万円
5万円

103万円
3億9,292万円
2億5,746万円
92億8,575万円
92億4,853万円

55億527万円
14億3,274万円
1億1,616万円

354万円
8億4,701万円
4,039万円

3億3,744万円
6,910万円
2万円
83万円

3億8,244万円
4億268万円

91億3,762万円
87億9,621万円

1億7,615万円
9,608万円
64万円
36万円
775万円
23万円
123万円
20万円
3万円
20万円

1,048万円
※△1億4,522万円

1億4,813万円
4億5,232万円

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

上水道事業会計
（消費税込み）

21年度決算額合計
20年度決算額合計

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

平成２１年度決算
歳出総額９１億３千万円を認定

※資本的収支の不足額は、過年分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金で補填
　されております。

◎ 各会計別決算額

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
老 人 保 健
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
宅地用地取得造成事業
霊 園 整 備 事 業

（△はマイナス表示）
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決算額の推移と財政状況（一般会計） 
町税、国県支出金が減少、地方交付税が増額歳　入

人件費が減少、繰出金、普通建設事業費等は増額歳　出

◆ 主な歳入決算額

1,896,439
2,026,160
△ 129,721

290,435
299,517
△ 9,082

1,380,209
1,277,301
102,908

820,920
943,265

△ 122,345

12,766
10,387
2,379

区　　　分 町　　　税 地方譲与税等 地方交付税 国県支出金 財産収入
平成21年度
平成20年度
比 較 増 減
主 　 　 な
増 減 理 由

個人、法人
町民税の減

自動車重量
譲与税の減

地方雇用創出
推進費の新設増

事業の減少
による減

土地売払い
収入の増

154,887
263,515

△ 108,628

452,268
61,371
390,897

366,240
359,600
6,640

307,260
320,796
△ 13,536

5,681,424
5,561,912
119,512

区　　　分 繰　入　金 繰　越　金 町　　　債 そ　の　他 総　合　計
平成21年度
平成20年度
比 較 増 減
主 　 　 な
増 減 理 由

公共施設整備補修
基金繰入金の減

翌年度繰越事業
財源の増

臨時財政
特例債の増

ルネサンス棚倉
納付金の減 ー

ー

◆ 主な歳出決算額（性質別）

1,189,267
1,238,770
△ 49,503

654,111
604,818
49,293

47,353
46,887
466

984,893
906,902
77,991

585,707
495,931
89,776

区　　　分 人　件　費 物　件　費 維持補修費 補助費等 普通建設事業費等
平成21年度
平成20年度
比 較 増 減
主 　 　 な
増 減 理 由

期末・勤勉
手当の削減

緊急雇用対策事業に
係る賃金、委託料の増 ー 定額給付金

事業の増
子どもセンター、
ルネサンス棚倉
施設整備の増

590,287
520,319
69,968

610,846
614,070
△ 3,224

686,915
528,890
158,025

155,896
90,057
65,839

5,505,275
5,046,644
458,631

区　　　分 扶　助　費 公　債　費 繰　出　金 そ　の　他 総　合　計
平成21年度
平成20年度
比 較 増 減
主 　 　 な
増 減 理 由

健やか子育て
医療費の増

借入元金
償還分の減

介護保険、公共下水道
事業特別会計繰出金の増

地域振興基金
積立金の増

※「貯金」とは現金、土地、物品、貸付金であります。

全会計における町民一人当たりの借金・貯金額
区　　分 借 金（利子含まず） 貯　　　金

６５万円
６６万円
△１万円

８万円
９万円
△１万円

（△はマイナス表示）

一口メモ 借金と貯金の２1年度末現在高

◎ 一般会計　地方債（借金）残高 ………
◎ 全会計合計　地方債（借金）残高 ……
◎ 一般会計 基金（貯金等）残高…………

４４億８千万円

１００億５千万円

１３億８千万円

※

※

※

平成21年度
平成20年度
比 較 増 減

単位 ： 千円

単位 ： 千円

（△はマイナス表示）

（△はマイナス表示）
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学校給食で出された郷土食（おこと汁）の献立

　
　
　
固
定
資
産
税
は
、

何
年
経
っ
て
も
下
が
ら
な
い

よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
。

質 

問

　
　
　

新
築
家
屋
に
係
る

評
価
額
は
、再
建
築
価
格

に
経
年
減
点
補
正
率
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
る
。

　
一
方
、在
来
家
屋
に
係
る

評
価
額
は
、評
価
替
え
基

準
年
度
ご
と（
最
近
で
は
平

成
二
十
一年
度
）に
、前
基
準

年
度
の
再
建
築
価
格
に
、

物
価
変
動
な
ど
を
考
慮
し

た
再
建
築
費
評
点
補
正
率

と
経
年
減
点
補
正
率
を
乗

じ
て
算
出
す
る
。

　

こ
の
評
価
額
が
前
年
度

の
評
価
額
を
超
え
る
場
合

は
、前
年
度
の
評
価
額
に
据

え
置
か
れ
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
の
で
、税
額
も
据
え

お
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

答 

弁

　
　
　
学
校
給
食
費
の
収

入
未
済
額
に
つ
い
て
、納
め

ら
れ
な
い
状
況
は
深
刻
な

問
題
の
た
め
、制
度
を
活
用

し
て
救
済
で
き
な
い
か
。

質 

問

　
　
　

就
学
支
援
制
度

や
、生
活
保
護
制
度
な
ど

も
逐
次
説
明
は
し
て
い
る
。

制
度
に
は
基
準
収
入
額
が

あ
る
た
め
、該
当
し
な
い
方

も
い
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
と
学
校

で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

対
処
し
て
い
く
。

答 

弁

　
　
　
防
犯
灯
の
設
置
要

望
は
、ど
の
よ
う
に
行
な
う

の
か
。

質 

問

　
　
　

毎
年
四
月
の
行
政

区
長
会
議
に
お
い
て
説
明

し
、六
月
末
ま
で
に
申
請
書

の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

　

設
置
場
所
の
決
定
は
、

現
地
調
査
の
う
え
優
先
順

位
を
つ
け
、予
算
の
範
囲
で

決
定
し
て
い
る
。な
お
、突

発
的
な
も
の
に
対
し
て
は

随
時
対
応
し
て
い
る
。

答 

弁

　
　
　
野
焼
き
等
不
適
正

処
分
に
関
す
る
定
義
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。 質 

問

　
　
　

農
作
物
、野
菜
等

の
殻
や
稲
藁
等
を
農
地
で

燃
や
す
場
合
は
、野
焼
き

に
は
含
ま
れ
な
い
。

　

し
か
し
、家
庭
で
焼
却
炉

等
を
設
け
て
家
庭
の
生
活

用
ご
み
等
を
処
分
す
る
こ

と
は
防
止
し
て
い
る
。

答 

弁

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税

未
納
者
に
対
す
る
国
民
健

康
保
険
証
の
交
付
方
法
は
。

質 

問

　
　
　

急
な
失
業
や
、あ

る
い
は
恒
常
的
に
職
に
就

け
ず
低
所
得
者
の
方
な
ど

の
諸
事
情
を
勘
案
し
、納

付
約
束
を
行
な
っ
た
う
え

で
短
期
保
険
証
を
交
付
し

て
い
る
。

答 

弁

　
　
　
白
河
地
方
水
道
用

水
供
給
企
業
団
の
報
告
書

で
、年
間
総
送
水
量
が
増
加

し
て
い
る
と
い
う
報
告
が

あ
っ
た
が
、こ
の
要
因
は
棚

倉
町
に
関
係
し
て
い
る
の

か
。 質 

問

　
　
　

白
河
水
企
業
団
か

ら
棚
倉
町
へ一日
最
大
三
千

㎥
を
渡
す
と
い
う
、分
水
に

係
る
基
本
協
定
を
結
ん
で

い
る
。

　

水
量
の
増
加
に
つ
い
て

は
、協
定
を
結
ん
で
い
る
他

町
村
に
お
い
て
、前
年
度
に

比
べ
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。 答 

弁

　
　
　
町
営
住
宅
を
退
去

す
る
際
に
、退
去
者
に
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る

の
か
。

質 

問

　
　
　

退
去
者
に
は
小
修

繕
と
畳・ふ
す
ま
の
張
替
え

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
他
、入
居
者
が
破
損

し
た
も
の
に
つ
い
て
も
、修

繕
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

答 

弁

21
年
度

水田での稲藁焼却は野焼きに含まれない

決
算
質
疑

決
算
質
疑

決
算
質
疑
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歳
入
歳
出
決
算
に
よ
る
実
質
収

支
残
額
は
、一
億
二
千
七
百
八
万
八

千
円
の
黒
字
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
前
年
度
だ
け
の
話
だ
け
で

は
な
く
、平
成
二
十
年
度
一
億
二
千

万
円
、十
九
年
度
一
億
六
百
万
円
と
、

な
ぜ
、こ
ん
な
に
剰
余
金
が
出
る
の

か
。一
億
円
と
い
う
金
、予
算
を
な
ぜ

町
民
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
な
い

の
か
。一
例
を
挙
げ
る
と
、百
万
円
の

細
か
い
工
事
が
百
箇
所
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
一
億
円
と
い
う
予
算
が
ど
れ
だ
け

町
民
の
要
望
に
答
え
る
も
の
な
の
か

ど
う
か
、考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
予
算
執
行
に
は
同

意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
反
対

す
る
。

　

法
人
町
民
税
や
固
定
資
産
税
償

却
資
産
分
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
、

町
税
の
減
収
を
は
じ
め
、地
方
譲
与

税
、自
動
車
取
得
税
交
付
金
等
も

減
額
と
な
っ
た
。基
金
か
ら
の
繰
入

や
臨
時
財
政
対
策
債
に
よ
り
、財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、国
の
経
済
対
策
に
よ
る
各

種
交
付
金
の
有
効
活
用
に
よ
り
、各

種
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

歳
出
面
で
は
、子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
支
援

対
策
事
業
、妊
婦
健
診
の
全
額
助

成
、中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
な
ど
、子
育
て
少
子
化
対
策
の

充
実
や
、教
育
環
境
整
備
と
し
て
学

校
耐
震
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
る

な
ど
、重
点
施
策
が
着
実
に
実
施
さ

れ
た
決
算
と
認
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、こ
の
決
算
認
定
に
賛
成

す
る
。

鈴
木  

政
夫 

議
員

藤
田  

智
之 

議
員

結
果
及
び
意
見
書（
抜
粋
）

　
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
と
も
、決
算
は
そ
の
計
数
に
誤
り

は
な
く
、関
係
諸
帳
簿
・
証
拠
書
類
と
も
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、会

計
経
理
は
良
好
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
事
務
事
業
の
更
な
る
見
直
し
を
行
い
、新
た
な
施
策

に
つ
い
て
も
執
行
体
制
を
確
立
し
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

　

上
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、適
正
に
経
理
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
が
、今
後
と
も
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
さ
れ
、安
全
で
良

質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
努
力
願
い
た
い
。

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

反
対
（
１
人
）

賛
成
（
13
人
）

決 算 認 定 討 論
平成21年度棚倉町一般会計決算認定をめぐり討論が行なわれ、
採決の結果、賛成多数で認定されました。

▲決算審査の様子　 和知英臣代表監査委員　松本英一監査委員


